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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第43期

第３四半期連結
累計期間

第43期
第３四半期連結
会計期間

第42期

会計期間

自平成21年
３月16日
至平成21年
12月15日

自平成21年
９月16日
至平成21年
12月15日

自平成20年
３月16日
至平成21年
３月15日

売上高（百万円） 176,003 56,071 233,959

経常利益（百万円） 6,266 1,967 8,206

四半期（当期）純利益（百万円） 3,540 1,124 2,502

純資産額（百万円） － 85,511 82,831

総資産額（百万円） － 171,561 165,939

１株当たり純資産額（円） － 3,475.46 3,366.86

１株当たり四半期（当期）純利益金額（円） 144.01 45.74 101.78

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額

（円）
－ － －

自己資本比率（％） － 49.8 49.9

営業活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
7,805 － 11,030

投資活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△4,175 － △8,065

財務活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
205 － △1,128

現金及び現金同等物の四半期末（期末）残高

（百万円）
－ 25,013 21,178

従業員数（名） － 2,141 2,039

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、希薄化効果を有している潜在株式が存在

しないため記載しておりません。
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２【事業の内容】

　当第３四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。 

 

３【関係会社の状況】

  当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

 

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 平成21年12月15日現在

従業員数（人） 2,141(3,317)

　（注）従業員数は就業人員であり、パートタイマー及び嘱託は、当第３四半期連結会計期間の平均人員（８時間換算）を

（　）外数で記載しております。

　

(2）提出会社の状況

 平成21年12月15日現在

従業員数（人） 2,064(3,202)

　（注）従業員数は就業人員であり、パートタイマー及び嘱託は、当第３四半期会計期間の平均人員（８時間換算）を

（　）外数て記載しております。
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第２【事業の状況】

１【仕入及び販売の状況】

    (1）仕入実績

区分

当第３四半期連結会計期間
（自　平成21年９月16日
至　平成21年12月15日）

　 金額（百万円）　

医薬品 6,702

化粧品 3,542

雑貨 14,434

一般食品 22,001

合計 46,680

　（注）１　上記金額には、消費税等は含まれておりません。

２　複数の事業を有しておりませんので主要品目別区分により記載しております。

(2）販売実績

(a）地区別売上高

所在地　

当第３四半期連結会計期間
（自　平成21年９月16日
至　平成21年12月15日）

　 　 金額（百万円）

東北地方 　 13,928

関東地方 　 39,165

甲信越・東海地方 　 2,978

合計 　 56,071

　（注）　上記金額には、消費税等は含まれておりません。

(b）商品別売上高

区分

当第３四半期連結会計期間
（自　平成21年９月16日
至　平成21年12月15日）

　 金額（百万円）

医薬品 9,587

化粧品 4,598

雑貨 16,762

一般食品 25,123

合計 56,071

　（注）１　上記金額には、消費税等は含まれておりません。

２　複数の事業を有しておりませんので主要品目別区分により記載しております。

３　主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合

当社グループは一部掛売りによる販売も行っておりますが、一般消費者に対する店頭販売がほとんどであり

ます。
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２【事業等のリスク】

  当第３四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

  また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　

３【経営上の重要な契約等】

      当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

４【財政状態及び経営成績の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループが判断したものであります。

(1）業績の状況

　当第３四半期連結会計期間（平成21年９月16日～平成21年12月15日）におけるわが国経済は、昨年からの世界的

な景気後退の影響による企業収益の悪化から景気減速感は続き、引き続き厳しい状況となりました。個人消費にお

いても、企業収益の悪化に伴い雇用環境が一段と悪化したことや、所得減少など先行き不透明感が増し、節約志向が

さらに進んだことなどから、消費者心理は悪化傾向のまま推移いたしました。

　このような中、当社グループでは、高齢化社会の到来に対応し、ドラッグストアとして安心安全、予防にフォーカス

した商品や機能性を重視した商品の品揃えを強化しました。また、小売業全体の競争激化に対する差別化策として、

専門性強化策を推進し、医薬品における第１類などの治療を目的とした商品の品揃えやカウンセリング機能、及び

生活防衛のための生活必需品の強化に努めてまいりました。このためもあり当第３四半期連結会計期間において

は、引き続き新型インフルエンザの流行に伴うマスクなどの予防関連商品が順調に推移したことや、消費者心理の

悪化に対応するべく開発輸入商材等を強化したこと等から、生活必需品等の商品が順調に推移しました。

　出店につきましては、既存地区である宮城県に１店舗を出店いたしました。また、宮城県、福島県、群馬県の既存店

舗に各１店舗の計３件の調剤薬局を併設いたしました。なお、宮城県の１店舗をリロケーションの一環として退店

しております。

　以上の結果、当第３四半期連結会計期間の売上高は560億71百万円となりました。一方、利益につきましては、専門

性強化策や予防関連商品の需要が増加したこと等により、粗利益率の改善につながりました。また省エネ対策機器

の導入により水道光熱費等が抑制されたことに加え、円高及び原油安となったこと等から消耗品・備品関連等の調

達コストを大幅に削減したこと等、販売費及び一般管理費の抑制に努めた結果、営業利益は18億70百万円、経常利益

19億67百万円、四半期純利益11億24百万円となりました。  　

　　 

(2）キャッシュ・フローの状況

　当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、第２四半期連結会計期間

末に比べ６億30百万円増加し、250億13百万円となりました。

　当第３四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果使用した資金は、５億46百万円となりました。これは主に、税金等調整前四半期純利益19億46百

万円及び減価償却費13億66百万円があったものの、法人税等の支払額18億26百万円及びたな卸資産の増加が27億

22百万円あったこと等によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果使用した資金は、11億46百万円となりました。これは主に、有形固定資産の取得に９億91百万円

及び敷金の差入による支出が１億63百万円あったこと等によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果得られた資金は、23億22百万円となりました。これは主に、長期借入金及び短期借入金の返済が

43億76百万円あったものの長期借入金及び短期借入金による調達が67億円あったことによるものであります。

　

（3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結会計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新た

に生じた課題はありません。

　

（4）研究開発活動　

　該当事項はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2）設備の新設、除却等の計画　

　当第３四半期連結会計期間において、計画中であった設備計画のうち、完了したものは、次のとおりであります。

　また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありません。

会社名 所在地 設備の内容
投資額
（百万円）

完了年月
増加面積
（㎡）

　㈱カワチ薬品 東北地区 店舗新設 270　 平成21年11月　 2,140

　（注）１　上記金額には、消費税等は含まれておりません。

２　増加面積は、建築面積を示しております。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 52,000,000

計 52,000,000

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成21年12月15日）

提出日現在発行数（株）
（平成22年１月28日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 24,583,420 24,583,420
東京証券取引所

（市場第一部）

単元株式数

100株　

計 24,583,420 24,583,420 ― ―

　（注）提出日現在の発行数には、平成22年１月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行さ

れた株式数は含まれておりません。
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（２）【新株予約権等の状況】

　　会社法に基づき発行した新株予約権は、次のとおりであります。

平成18年６月８日定時株主総会

 
第３四半期会計期間末現在
（平成21年12月15日）

新株予約権の数  435個

新株予約権のうち自己新株予約権の数 ―

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数 43,500株

新株予約権の行使時の払込金額 3,996円

新株予約権の行使期間
平成20年７月1日～

平成23年６月30日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の

発行価格及び資本組入額

発行価格　　3,996円

資本組入額　1,998円

新株予約権の行使の条件

　新株予約権の割り当てを受けたものは、権利行使時にお

いても、当社の取締役もしくは監査役の地位にあることを

要す。ただし、任期満了による退任、定年退職、その他正当

な理由のある場合はこの限りではない。

　その他の条件は、本総会および新株予約権発行の取締役

会決議に基づき当社と新株予約権の割り当てを受けたも

のとの間で締結する「新株予約権付与契約」で定めると

ころによる。

新株予約権の譲渡に関する事項
　新株予約権を第三者に譲渡するためには、取締役会の承

認を要する。

代用払込みに関する事項 ―

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 ―

  （注）１　発行数は権利付与日以降、当社が株式分割または株式併合を行う場合、次の算式により新株予約権の目的たる

株式の数を調整するものとする。ただし、かかる調整は本件新株予約権のうち当該時点で権利行使されてい

ない新株予約権の目的たる株式の数についてのみ行われ、調整の結果１株未満の端数が生じた場合は、これ

を切り捨てるものとします。

調整後株式数＝調整前株式数×分割・併合の比率

２　発行価額は権利付与日以降、当社が株式分割または株式併合を行う場合、次の算式により調整し、調整により

生じる１円未満の端数は切り上げます。

調整後払込金額＝調整前払込金額×
１

分割（または併合）の比率

３　払込価額は新株予約権発行後、時価を下回る価額で新株の発行(新株予約権及び新株引受権の行使の場合を除

く)を行う場合は、次の算式により払込金額を調整し、調整により生じる１円未満の端数は切り上げるものと

します。

 
既発行株式数＋

新規発行株式数×１株当たり払込金額

調整後払込金額＝調整前払込金額×
１株当たりの時価

既発行株式数＋新規発行株式数
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平成18年６月８日定時株主総会

 
第３四半期会計期間末現在
（平成21年12月15日）

新株予約権の数 995個

新株予約権のうち自己新株予約権の数 ―

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数 99,500株

新株予約権の行使時の払込金額 3,996円

新株予約権の行使期間
平成20年７月1日～

平成23年６月30日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の

発行価格及び資本組入額

発行価格　　3,996円

資本組入額　1,998円

新株予約権の行使の条件

　新株予約権の割り当てを受けたものは、権利行使時にお

いても、当社の取締役、監査役もしくは従業員の地位にあ

ることを要す。ただし、任期満了による退任、定年退職、そ

の他正当な理由のある場合はこの限りではない。

　その他の条件は、本総会および新株予約権発行の取締役

会決議に基づき当社と新株予約権の割り当てを受けたも

のとの間で締結する「新株予約権付与契約」で定めると

ころによる。

新株予約権の譲渡に関する事項
　新株予約権を第三者に譲渡するためには、取締役会の承

認を要する。

代用払込みに関する事項 ―

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 ―

 （注）１　発行数は権利付与日以降、当社が株式分割または株式併合を行う場合、次の算式により新株予約権の目的たる

株式の数を調整するものとする。ただし、かかる調整は本件新株予約権のうち当該時点で権利行使されてい

ない新株予約権の目的たる株式の数についてのみ行われ、調整の結果１株未満の端数が生じた場合は、これ

を切り捨てるものとします。

調整後株式数＝調整前株式数×分割・併合の比率

２　発行価額は権利付与日以降、当社が株式分割または株式併合を行う場合、次の算式により調整し、調整により

生じる１円未満の端数は切り上げます。

調整後払込金額＝調整前払込金額×
１

分割（または併合）の比率

３　払込価額は新株予約権発行後、時価を下回る価額で新株の発行(新株予約権及び新株引受権の行使の場合を除

く)を行う場合は、次の算式により払込金額を調整し、調整により生じる１円未満の端数は切り上げるものと

します。

 
既発行株式数＋

新規発行株式数×１株当たり払込金額

調整後払込金額＝調整前払込金額×
１株当たりの時価

既発行株式数＋新規発行株式数
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平成21年６月11日定時株主総会

 
第３四半期会計期間末現在
（平成21年12月15日）

新株予約権の数 1,353個

新株予約権のうち自己新株予約権の数 ―

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数 135,300株

新株予約権の行使時の払込金額 1,868円

新株予約権の行使期間
平成23年８月1日～

平成26年７月31日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の

発行価格及び資本組入額

発行価格　　1,868円

資本組入額　  934円

新株予約権の行使の条件

　新株予約権者は、権利行使時においても、当社の取締役、

監査役もしくは従業員の地位にあることを要する。ただ

し、当社の取締役、監査役を任期満了により退任した場合、

または定年退職、その他正当な理由のある場合はこの限り

ではない。

　その他の行使の条件は、取締役会決議に基づき当社と新

株予約権者との間で締結する「新株予約権割当契約」に

定めるところによる。

新株予約権の譲渡に関する事項
　譲渡による新株予約権の取得については、当社取締役会

の承認を必要とする。

代用払込みに関する事項 ―

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 ―

　（注）１  発行数は権利付与日以降、当社が株式分割または株式併合を行う場合、次の算式により新株予約権の目的た

            る株式の数を調整するものとする。ただし、かかる調整は本件新株予約権のうち当該時点で権利行使されて

            いない新株予約権の目的たる株式の数についてのみ行われ、調整の結果１株未満の端数が生じた場合は、こ

            れを切り捨てるものとします。

調整後付与株式数＝調整前付与株式数×分割・併合の比率

２　発行価額は権利付与日以降、当社が株式分割または株式併合を行う場合、次の算式により調整し、調整により

生じる１円未満の端数は切り上げます。

調整後払込金額＝調整前払込金額×
１

分割（または併合）の比率

３　払込価額は新株予約権発行後、時価を下回る価額で新株の発行(新株予約権及び新株引受権の行使の場合を除

く)を行う場合は、次の算式により払込金額を調整し、調整により生じる１円未満の端数は切り上げるものと

します。

 
既発行株式数＋

新規発行株式数×１株当たり払込金額

調整後払込金額＝調整前払込金額×
１株当たりの時価

既発行株式数＋新規発行株式数

　

（３）【ライツプランの内容】

　　　該当事項はありません。
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（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増
減額
（百万円）

資本準備金残
高（百万円）

 平成21年９月16日～

平成21年12月15日
－ 24,583,420 － 13,001 － 14,882

 

（５）【大株主の状況】

　大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりませ

ん。
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（６）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載す

ることができないことから、直前の基準日（平成21年９月15日）に基づく株主名簿による記載をしております。

①【発行済株式】　　

　 （平成21年９月15日現在）

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式　　 900
－ －

完全議決権株式（その他）
普通株式

24,580,400
245,804 －

単元未満株式 普通株式　　2,120 － －

発行済株式総数 24,583,420 － －

総株主の議決権 － 245,804 －

　（注）「単元未満株式」の欄の普通株式には当社所有の自己株式60株が含まれております。

　 

②【自己株式等】

（平成21年９月15日現在）

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

（自己保有株式） 　     

株式会社カワチ薬

品

栃木県小山市大字

卒島1293番地
900 － 900 0.00

計 － 900 － 900 0.00

　

 

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成21年
４月

５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

最高（円） 1,587 1,808 1,886 1,890 2,080 2,200 2,075 1,950 1,833

最低（円） 1,474 1,490 1,730 1,700 1,692 1,940 1,850 1,678 1,651

　（注）１　最高・最低株価は、東京証券取引所市場第一部の株価によるものであります。

２　月別の最高・最低株価は、暦月で表示しております。　

　

３【役員の状況】

　　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。 

  なお、第１四半期連結会計期間(平成21年３月16日から平成21年６月15日まで)から、「財務諸表等の用語、様式及び

作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」(平成20年８月７日 内閣府令第50号)附則第７条第１項第５号

ただし書きにより、改正後の四半期連結財務諸表規則を早期適用しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第３四半期連結会計期間（平成21年９月16日から平

成21年12月15日まで）及び当第３四半期連結累計期間（平成21年３月16日から平成21年12月15日まで）に係る四半

期連結財務諸表について、東陽監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月15日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月15日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 25,092 21,254

売掛金 1,319 1,346

商品 19,614 17,293

貯蔵品 13 16

その他 3,387 3,786

流動資産合計 49,427 43,698

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 43,382 43,336

土地 57,815 57,312

その他（純額） 4,008 4,323

有形固定資産合計 ※
 105,206

※
 104,971

無形固定資産

のれん 417 557

その他 5,216 5,511

無形固定資産合計 5,634 6,068

投資その他の資産

敷金及び保証金 8,720 8,464

その他 2,572 2,737

投資その他の資産合計 11,293 11,201

固定資産合計 122,134 122,241

資産合計 171,561 165,939

負債の部

流動負債

買掛金 37,345 36,589

短期借入金 14,217 14,183

未払法人税等 983 1,262

賞与引当金 1,532 824

その他 4,325 3,936

流動負債合計 58,405 56,796

固定負債

長期借入金 22,936 21,909

退職給付引当金 3,752 3,448

役員退職慰労引当金 422 386

その他 534 567

固定負債合計 27,645 26,312

負債合計 86,050 83,108
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（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月15日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月15日)

純資産の部

株主資本

資本金 13,001 13,001

資本剰余金 14,882 14,882

利益剰余金 57,574 54,894

自己株式 △3 △3

株主資本合計 85,454 82,774

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △19 △9

繰延ヘッジ損益 － 0

評価・換算差額等合計 △19 △9

新株予約権 75 65

純資産合計 85,511 82,831

負債純資産合計 171,561 165,939
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

当第３四半期連結累計期間
(自　平成21年３月16日
　至　平成21年12月15日)

売上高 176,003

売上原価 138,583

売上総利益 37,420

販売費及び一般管理費 ※
 31,475

営業利益 5,944

営業外収益

受取利息 34

受取配当金 3

協賛金収入 148

受取手数料 348

受取賃貸料 315

その他 84

営業外収益合計 936

営業外費用

支払利息 344

支払手数料 117

賃貸収入原価 90

その他 61

営業外費用合計 614

経常利益 6,266

特別損失

固定資産売却損 33

固定資産除却損 42

その他 4

特別損失合計 80

税金等調整前四半期純利益 6,185

法人税等 2,645

四半期純利益 3,540
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【第３四半期連結会計期間】
（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間
(自　平成21年９月16日
　至　平成21年12月15日)

売上高 56,071

売上原価 43,960

売上総利益 12,111

販売費及び一般管理費 ※
 10,240

営業利益 1,870

営業外収益

受取利息 11

受取配当金 1

協賛金収入 25

受取手数料 116

受取賃貸料 104

その他 35

営業外収益合計 295

営業外費用

支払利息 111

支払手数料 39

賃貸収入原価 29

その他 17

営業外費用合計 198

経常利益 1,967

特別損失

固定資産売却損 11

固定資産除却損 4

その他 4

特別損失合計 20

税金等調整前四半期純利益 1,946

法人税等 822

四半期純利益 1,124
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

当第３四半期連結累計期間
(自　平成21年３月16日
　至　平成21年12月15日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 6,185

減価償却費 3,955

のれん償却額 139

固定資産除却損 42

賞与引当金の増減額（△は減少） 708

退職給付引当金の増減額（△は減少） 303

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 35

受取利息及び受取配当金 △38

支払利息 344

有形固定資産売却損益（△は益） 33

売上債権の増減額（△は増加） 27

たな卸資産の増減額（△は増加） △2,318

その他の流動資産の増減額（△は増加） 449

仕入債務の増減額（△は減少） 756

その他 563

小計 11,190

利息及び配当金の受取額 4

利息の支払額 △337

法人税等の支払額 △3,051

営業活動によるキャッシュ・フロー 7,805

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △3,743

有形固定資産の売却による収入 99

無形固定資産の取得による支出 △181

長期前払費用の取得による支出 △43

敷金の差入による支出 △531

敷金及び保証金の回収による収入 231

その他 △6

投資活動によるキャッシュ・フロー △4,175

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △800

長期借入れによる収入 12,000

長期借入金の返済による支出 △10,138

配当金の支払額 △856

財務活動によるキャッシュ・フロー 205

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 3,835

現金及び現金同等物の期首残高 21,178

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 25,013
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年３月16日
至　平成21年12月15日）

　

１．会計処理基準に関する事

項の変更

（1）重要な資産の評価基準及び評価方法
の変更
　商品

　　商品については、従来、主として売価還

元法による原価法によっておりました

が、第１四半期連結会計期間より「棚

卸資産の評価に関する会計基準」（企

業会計基準第９号　平成18年７月５日

公表分）が適用されたことに伴い、主

として売価還元法による原価法（貸借

対照表価額については収益性の低下に

基づく簿価切下げの方法）により算定

しております。

　　ただし調剤薬品については、総平均法

による原価法（貸借対照表価額につい

ては収益性の低下に基づく簿価切下げ

の方法）により算定しております。

　これによる損益に与える影響は軽微

であります。

　

　 （2）リース取引に関する会計基準の適用

　所有権移転外ファイナンス・リース取

引については、従来、賃貸借取引に係る

方法に準じた会計処理によっておりま

したが、「リース取引に関する会計基

準」（企業会計基準第13号（平成５年

６月17日（企業会計審議会第一部会）、

平成19年３月30日改正））及び「リー

ス取引に関する会計基準の適用指針」

（企業会計基準適用指針第16号（平成

６年１月18日（日本公認会計士協会　会

計制度委員会）、平成19年３月30日改

正））が平成20年４月１日以降開始す

る連結会計年度に係る四半期連結財務

諸表から適用することができることに

なったことに伴い、第１四半期連結会計

期間からこれらの会計基準等を適用し、

通常の売買取引に係る会計処理によっ

ております。また、所有権移転外ファイ

ナンス・リース取引に係るリース資産

の減価償却の方法については、リース期

間を耐用年数とし、残存価額を零とする

定額法を採用しております。

  これによる損益に与える影響はあり

ません。

　なお、リース取引開始日が適用初年度

前の所有権移転外ファイナンス・リー

ス取引については、通常の賃貸借取引に

係る方法に準じた会計処理を引き続き

採用しております。　
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【簡便な会計処理】

 
 
 

当第３四半期連結累計期間 
（自　平成21年３月16日 
 至　平成21年12月15日）

　　

繰延税金資産及び繰延税金負

債の算定方法

　繰延税金資産の回収可能性の判断に関し

て、前連結会計年度末以降に経営環境等、か

つ、一時差異等の発生状況に著しい変化が

ないと認められるので、前連結会計年度末

において使用した将来の業績予測やタック

ス・プランニングを利用する方法により算

定しております。

　

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年３月16日
至　平成21年12月15日）

　

税金費用の計算 　税金費用の計算において、当連結会計年度

の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前

四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて

計算する方法を採用しております。

　なお、法人税等調整額は法人税等に含めて

表示しております。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第３四半期連結会計期間末
（平成21年12月15日）

前連結会計年度末
（平成21年３月15日）

※　有形固定資産の減価償却累計額は、50,369百万円であり

ます。

 

※　有形固定資産の減価償却累計額は、47,267百万円であり

ます。

 

 

（四半期連結損益計算書関係）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年３月16日
至　平成21年12月15日）

　

※ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

　 次のとおりであります。

給料手当 12,097百万円

減価償却費 3,955 

賃借料 3,777 

賞与引当金繰入額 1,548 

退職給付費用 351 

 

　

 

当第３四半期連結会計期間
（自　平成21年９月16日
至　平成21年12月15日）

　

※ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

　 次のとおりであります。

給料手当 3,885百万円

減価償却費 1,366 

賃借料 1,270 

賞与引当金繰入額 561 

退職給付費用 129 

 

　

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年３月16日
至　平成21年12月15日）

　

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

　 貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成21年12月15日現在）

 （百万円）

現金及び預金勘定 25,092

預入期間が３か月を超える定期預金 △78

現金及び現金同等物       25,013

  

　

　

EDINET提出書類

株式会社カワチ薬品(E03356)

四半期報告書

21/25



（株主資本等関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成21年12月15日）及び当第３四半期連結累計期間（自　平成21年３月16日　至　

平成21年12月15日）

１．発行済株式の種類及び総数

  普通株式　　　　24,583,420株 

 

２．自己株式の種類及び株式数

  普通株式　　　　960株 

  

３．新株予約権等に関する事項

  ストック・オプションとしての新株予約権

  新株予約権の四半期連結会計期間末残高　　　　親会社　　75百万円　　

   

４．配当に関する事項

  　 配当金支払額
 
 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成21年６月11日

定時株主総会
普通株式 860 35 平成21年３月15日平成21年６月12日利益剰余金

　 

（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

　当社グループは、全て同一セグメントに属するため、該当事項はありません。

 

【所在地別セグメント情報】

　本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がないため、該当事項はありません。 

 

【海外売上高】

　海外売上高がないため、該当事項はありません。 
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第３四半期連結会計期間末
（平成21年12月15日）

前連結会計年度末
（平成21年３月15日）

１株当たり純資産額 3,475.46円 １株当たり純資産額 3,366.86円

２．１株当たり四半期純利益金額

当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年３月16日
至　平成21年12月15日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成21年９月16日
至　平成21年12月15日）

１株当たり四半期純利益金額 144.01円

　なお、潜在株式調整後１株当た

り四半期純利益金額については、

希薄化効果を有している潜在株

式が存在しないため記載してお

りません。

  

  

１株当たり四半期純利益金額 45.74円

　なお、潜在株式調整後１株当た

り四半期純利益金額については、

希薄化効果を有している潜在株

式が存在しないため記載してお

りません。

  

  

　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年３月16日
至　平成21年12月15日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成21年９月16日
至　平成21年12月15日）

１株当たり四半期純利益金額

四半期純利益（百万円） 3,540 1,124

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益（百万円） 3,540 1,124

期中平均株式数（株） 24,582,460 24,582,460

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要

　

　

　―

 

　

　

―　

　

　

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

　

２【その他】

 　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成22年１月25日

株式会社カワチ薬品

取締役会　御中

東陽監査法人

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 中野　敦夫　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 小杉　真剛　　印

　

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社カワチ薬品

の平成21年３月16日から平成22年３月15日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成21年９月16日から平成21

年12月15日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成21年３月16日から平成21年12月15日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社カワチ薬品及び連結子会社の平成21年12月15日現在の財政状態、

同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期間の

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。　
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